


































































































Il Nome della Gama
• キャラクターの名前はどうやって決めた？
：実は結構いい加減
• コンセプト確定時点で名前は仮称として設定
「ちゅーりっぷさん（ちゃん）」はすんなりと
• 新システムの仕様策定委員の教員同士の深夜
のメール論争
「システムの名称・愛称は重要か否か」
「重要でないならがまじゃんぱーでもいいのか」
ちょっと脱線
• 「名前」は実は重要
• インパクト＋親しみやすさ
• あくまで「図書館の外の人」に呼んで欲しい
• 変に凝ったものは×？
• 筑波の場合、「Tulips」が教員・学生ともにそ
れなりに浸透していた：
「ちゅーりっぷ」でも違和感なしと判断
Before Characters と
After Dawning
• キャラクターの登場前後で職員の意識に変化
• 掲示や配布物に積極的に活用
事務文書ではなく「見てもらうもの」へ
作る側も楽しく
• 「掲示物」「配布物」から、POPへ
• どこにでもワンポイントとして入れられる利点
• 職員の「広報」意識の高まりへ
評判やいかに？１
• 最初はひっそりとしたデビュー：反響もなし
• 積極的にアピールをせず、徐々に浸透させる
予定だった（主に館内掲示等に活用）
• ブレイクのきっかけは、図書館情報メディア研究
科・附属図書館研究開発室と共同で作成した
「リテラシー教本（試作版）」
これに某ブログが食いついた
評判やいかに？２
• リテラシー教本：キャラの掛け合いと濃い
内容で評判は良い
• キャラクターの画像と、若干の設定・プロ
フィールのみの提供だったため、現場の判断
で細部が決定（設定混乱の原因）
• 各種グッズへの展開
内外の評判は（幸い）上々
• オープンキャンパス時の来館お土産用に団扇
を作ったところ、意外にも高校生にはうけた
（かわいいらしい）
• 学外の図書館関係者にも好評
• （ただし がまじゃんぱーに限る）
• 教員へのリポジトリ販促や図書寄贈のお礼に
付箋やクリアファイルを作成して使用
地味に喜ばれている模様
学生の評判は？
• オリエンテーションでプロモーションビデオを
上映したところ、がまじゃんぱー登場シーン
ではウケている（留学生も）
• グッズを見ると「かわいい」と喜ぶ。
（ただし がまじゃんぱーに限る）
• ちゅーりっぷさんの評判は不明
（図書館関係者からは、フィギュア化を希望
する声はありますが…）
課題
• 最低限のものとして
「立ち姿」「喜怒哀楽の表情」のみ作成
• 表情や動きにバリエーションが少ない
• 設定の混乱
（設定として正式なものはごく僅か）
• キャラクター使用ガイドラインの未整備
• 使用法の行き詰まり（ワンパターン化）
• ちゅーりっぷさんの影の薄さ
今後の展望（野望）
• バリエーションの増加
• 設定の確定
• ガイドラインの整備
• 認知度のさらなる向上
• 大学公認キャラへ：公式グッズ販売等など
（「大学のキャラ」でなくとも、大学として図書
館のキャラクターであると認めて欲しい）
• 海外展開
（国際会議のポスターやスライド等で露出）
考察
• 図書館「外」に熱心な（しかも影響力の強い）
サポーターがついた
• 職員も自主的・積極的に活用してくれた
• グッズも比較的多種作成でき、それなりの量を配布
することができた
• 学内外へ（地味に）浸透することができた
• 垂直展開と水平展開が（意図したものではなかった
が）スムーズに行えた
• 無駄に「ゆるキャラ」ではなかった（？）
• 人間よりも非人間キャラの方が扱い易い（？）
どんなふうに使われているの？
全てはここから始まった？





館内あちこちで見かけます












発表用ポスターにも…




オープンキャンパスや
特別展・企画展でも大活躍







Webページにも出没中









ついに映像化？！






各種グッズあります







発表スライド：
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
~garu/100206.pdf
ご質問などはお気軽に：
garu@tulips.tsukuba.ac.jp
ありがとうございました。
